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第1学年1組技術・家庭科（家庭分野）学習指導案

1題材名（単元名）食品の選択と保存B(2)ウ

平成29年11月22日（水）第5校時

生徒数34名

指導者川上香織

場所教室

2題材について

日本の食をとりまく状況は、調理済み食品やレトルト食品、インスタント食品などが多く出回

り、食生活も簡便になってきており、それらの食品を食欲にまかせて食べる10『少年は多く、欠食・

過食なども多い。また、食品の栽培技術や保存・加工技術等の進歩によって、多くの生鮮食品が

一年II'出回るようになり、季節感や地域性等が希薄になりつつあり、地域間有の食文化も失われ

つつある。このような状況の中で、中学生に健全な食習慣を身につけさせるためには、栄養バラ

ンスの良い食事に関する基礎的・基本的な知識・技能を学ばせたい。また、食品の外観や表示・

マークなど、収集した情報を正しく読みとる力を育て、健康や安全、季節感や地域間有の食文化

なども考えて食品を選択する能力を育みたい。このようなことから、【1'学唯のこの時期に、普段

何気なく、にしている食品について意識させ、嗜好や価格だけでなく、自らの健康を維持、増進

するために、様々な角度から食品を見つめ、自ら判断して、よりよい食IW!を主体的に選択させる

ノノを身につけさせたいと考え、本題材を設定した。

3生徒の実態

本学級の生徒は､男子21名､女子13名､計34名のとても明るく元気のいいクラスである。

たくさんの生徒が積極的に発言をし、家庭科にも熱心に取り組んでいる。しかし、ポイントをつ

かめず、羽目を外してしまうとなかなか集中できないこともあるが、教師や友達の話はしっかり

聞こうとする姿勢は良いので、学習内容は深めやすい。

事前のアンケートの結果からは、頻度はそれぞれだが生徒はスーパーやコンビニエンスストア

等で普段から食品を選んで購入する、という経験をしていることがわかった｡購入しているのは、

お菓子やアイス等自分が食べるために購入する機会が多いのではないかと考えられる。

また、「食品を購入する時、重視するものは何ですか？」という質問に対して、「価格」と答え

た生徒が最も多く、次に「味」「原産国」「見た|寺l」と続き「添加物」について知っている生徒は、

約6割いたが、購入する際に、「添加物」を重視して購入する生徒はいなかった。そして、「食品

の鱗入の際に表示を見ますか？」という質問に対しては、約7割の生徒が「見ない」と答え、表

示やマークを見たり、多面的に日常生活と関連付け、用途に応じた食品を選択するための視点が

乏しいとともに、健康的な食生活を工夫しようとする意識は薄い。

4教師の指導観

指導にあたっては、生徒が体験的・実践的な学習を通して、食についての基礎的な知識を習得

し、家庭生活をよりよく豊かに創造することができるﾉﾉを育むことが大切であると考える。自分

の体に入ってくる食物に対しての意識を高め、ただ何となく食生活を送るのではなく、主体的に
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